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昭和女子大学の学園は，四季折々さまざまな花木が咲き続ける。春梅枝垂れ梅，
日本水仙，木瓜，枝垂れ桃，桜（染井吉野関山鬱金桜八重桜など），庭石菖，折り鶴蘭，
山吹（一重八重），躑躅，菅草，射干。初夏夏紫蘭，ペンタス，菖蒲，たますだれ，
風車，鉄線，紫陽花，梔子，カルミア，アガパンサス，槿，芙蓉，立葵，朝顔。秋曼珠
沙華，水引の花，薔薇（さうび），紅葉，公孫樹銀杏，山茶花，菊。冬白椿，隈笹，
クリスマスローズなど多彩である。殊に，源平の枝垂れ桃，里桜「関山」，鬱金桜は見事
である。
これらの四季の花々に関する日本古典和歌は，四季恋雑釈教賀など多彩な主題
を花に寄せて詠まれている。次に，思いつくままに12首あげてみたい。
「君が代は白玉椿八千代とも何かかぞへむ限りなければ」 （後拾遺集賀，式部大輔資業）
「我はけさうひにぞ見つる花の色をあだなる物といふべかりけり」 （古今集物名，紀貫之）
「紅にしろき花さく薗の桃むべ山がつもこころありけり」 （草根集春，正徹）
「ちりぬとてなどて桜を恨みけむちらずは見ましけふの庭かは」 （風雅集春下，藤原定家）
「桜色の庭の春風あともなし訪はばぞ人の雪とだに見む」 （新古今集春下，藤原定家）
「染めてけり空に時雨のはるるまも露ををぐらの山の紅葉葉」 （草庵集秋下，頓阿）
「なにか思ふ何とかなげく世の中はただ朝顔の花の上の露」 （新古今集釈教，伝清水観音）
「露ながら折りてかざさむ菊の花おいせぬ秋のひさしかるべく」 （古今集秋下，紀友則）
「大空は梅のにほひに霞つつくもりもはてぬ春の夜の月」 （新古今集春上，藤原定家）
「世の常に思ひやすらむ露深き道の笹原分けて来つるも」 （源氏物語総角，匂宮）
「あぢさえの下葉にすだく螢をばよひらの数のそふかとぞ見る」 （拾遺愚草，藤原定家）
「心もて光にむかふあふひだに朝おく霜をおのれやは消つ」 （源氏物語藤袴，玉鬘）
（『新編国歌大観』（角川書店）に拠る。漢字，平仮名，濁点は私意。）
世阿弥は，花とは，四季折々に咲くものなので，その時期を得て珍しいために，愛で楽
しむものであるといい，能も人の心に珍しいとみるところが面白い心であると説く（『風姿
花伝』第七 別紙口伝 『世阿弥芸術論集』（新潮日本古典集成）所収）。「物数を窮め尽くしたらん為手
は，初春の梅より秋の菊の花の咲き果つるまで，一年中の花の種を持ちたらんがごとし。
いづれの花なりとも，人の望み，時によりて取り出だすべし。」「物数を尽くして，工夫
を得て，珍しき感を心得るが花なり。」（同）という季節の花のように習得した数々のわざ
を用に従って取り出す花の理は，研究者教育者においても応用できる考え方であろう。
昭和9年（1934）11月創刊の「学苑」には，多くの学術論文を掲載してきた歴史がある。
いつまでも咲き続けるこの継続の重みは，「AEQUABILITER ETDILIGENTER」（着
実にして勤勉）の精神によって，昭和女子大学の伝統を支えてきた基盤である。
（齋藤 彰）
